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 イプシロンロケット３号機の打上げに係る地上安全計画(KEL-17021)の記載内容に関し

て、誤りがあることが判明した。 

 

6.項 計算結果にて、保安距離を算出する際の固体推進薬のファイアボール持続時間の算

定式において、参照すべきでないセルの値が足しこまれ、算定上の入力値となっていたため、

Eisenberg らの基準に基づく値が誤りとなった。 

 

誤りにより、変更されるのは以下の部分（詳細は表-１を参照） 

  (3)ファイアボールによる放射熱に対する保安距離 

  ⇒保安距離（Eisenberg らの基準） 

 

 尚、「保安距離のまとめ」で記載した「打上げ時の射点爆発に対して必要な保安距離」に

変更はない。 

 

以上
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表-１ 正誤表（地上安全計画本文） 

号機 【誤り】 【正】 

3 号機 

（P.25） 

（３）ファイアボールによる放射熱に対する保安距離 

４．３項の推進薬等質量を用いて計算した結果、固体推進薬

及び火工品の換算質量は 4214.9kg、液体推進薬等の換算質量は

195.1kg と求められ、保安距離は、Eisenberg らの基準で 490m、

ＮＡＳＡ基準で 720m となったため、大きい方の 720m をファイ

アボールによる放射熱に対する保安距離とする。 

(３）ファイアボールによる放射熱に対する保安距離 

４．３項の推進薬等質量を用いて計算した結果、固体推進薬及

び火工品の換算質量は 4214.9kg、液体推進薬等の換算質量は

195.1kg と求められ、保安距離は、Eisenberg らの基準で 510m、Ｎ

ＡＳＡ基準で 720m となったため、大きい方の 720m をファイアボ

ールによる放射熱に対する保安距離とする。 


